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本レポートでは、太陽ホールディングスグループ（以下、太陽
HDグループ）のサプライチェーンを通じた品質活動を特集と
してご紹介し、続けて「マネジメント」「社会性報告」「環境報告」
の3章を柱にしています。また、専門的でわかりにくい用語
については、「用語解説」を設け補足しています。

本レポートの活動対象期間は、2013年度（2013年4月1日～
2014年3月31日）です。対象範囲は、太陽ホールディングス
（以下、太陽HD）本社ならびに19、20ページに記載の太陽イ
ンキ製造（以下、太陽インキ）、太陽HD嵐山事業所のマネジメ
ント・社会性・環境の3側面における活動です。活動対象期
間が異なる場合は、該当箇所に別途記載しています。

2014年6月（次回予定:2015年6月）
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マネジメント

社会性報告

環境報告

編集方針

対象期間・対象範囲

発行年月
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明日の地球にできること
For Tomorrow
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持株会社として、太陽 HDグ
ループ全体の経営方針策定、
経営資源の適正な配分、経営
管理を主な事業内容としてい
ます。特に人材育成・登用で
は海外人材の採用を推進し、
昨年度は5名の外国籍の方を採用しました。また、社員に対し
ては語学研修など各種研修を実施しています。

販売・技術サービス拠点とし
て、各営業員のレベルアップ
を目指し、月1回勉強会を行っ
ています。プリント配線板メー
カーに勤務経験のある営業員
も多数おり、様々な事案に対処
できる経験豊富な人材も多いのですが、さらなる技術の知識習得
とサービス向上のために今後も勉強会を継続的に実施します。

ベトナム・ハノイエリアのお客
様の技術サービスや情報収集、
マーケティングなどを担う新たな
拠点として、昨年11月に香港太
陽ハノイ駐在員事務所を設立し
ました。スタッフには業務知識の
みならず日本語や日本の文化・習慣などを教育し、1日も早く太陽
HDグループのマインドをベトナムにも根付かせるよう努めています。

アセアン市場最大であるタイ
のお客様への技術サービス拠
点として活動しています。品
質面のサービスサポートだけ
でなく、お客様の生産の最適
化につながる提案も積極的に
行っています。また、スタッフの語学研修を実施し、人材育成
に努めています。

太陽HDグループ内各国の生
産拠点で生産されたプリント配
線板用部材をアセアン各国・イ
ンド市場に向けて、販売する拠
点として活動しています。また、
これらの市場への技術サービス
も行っています。お客様のご要望にお応えする商品・サービスを
迅速かつ的確に供給し対応することで、地域の発展に貢献します。

太陽 HDグループの技術開
発の拠点として常に新しい
製品を生み出し、世界各国に
“Made in Japan”の製品を
提供しています。さらに世界
に誇れる品質保証体制、環境
負荷低減を心掛けるとともに、研修会や eラーニングなどで人
材育成を積極的に展開しています。

米国ネバダ州の工場で開発・
生産した製品を北南米・欧州の
23ヶ国の市場に販売していま
す。各国への販売は、それぞ
れ異なる法規制や商習慣への
対応が求められ、特に規制が厳
しい化学物質に関する法規については、定期的な情報収集や社内
教育による最新情報の共有が不可欠です。

新たな市場として、韓国市場
の開拓を継続的に行っており、
2年に1回のKPCA show（韓
国の電子回路産業展）に販売
代理店とともに出展していま
す。また、人材育成の一環とし
て日本語学習を行っており、日常会話に取り入れています。

台湾市場のみならず、中国や
アセアンのお客様への製品供
給の拠点として、製品開発・
製造・販売に取り組んでいま
す。また、プリント配線板用
部材以外の製品として、タッチ
パネル用加飾インキの研究開発・製造・販売を手掛けています。
今後も、より質の高い製品・サービスの提供に努めます。

現地技術スタッフのスキルアッ
プ・自律型人材育成の一環とし
て、蘇州大学より講師を招いて
の有機化学講習を行っていま
す。また、これからも成長が見
込まれる中国市場のお客様の
ご要望にお応えするため、高付加価値製品開発・新規事業開発
に向けて、同大学との共同研究を計画しています。

韓国市場を中心にプリント配
線板用部材の開発・製造、輸
入・販売および技術サービス
を行っています。法規および
環境規制強化に合わせて環境
対応・低価格・高生産性のイ
ンクジェットプリンター用ＵＶインキなどを開発しています。
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TAIYO INK INTERNATIONAL (HK) LTD.

TAIYO INK (THAILAND) CO., LTD.

TAIYO INK INTERNATIONAL (SINGAPORE) PTE LTD
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TAIYO AMERICA, INC.
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ステークホルダー
コミュニケーション

経営理念

CSR理念

行動規範

マネジメント

コンプライアンス

社会貢献

内部統制

環境
環境管理物質削減
地球温暖化防止

社会
雇用、人権、労働安全

グリーン調達
環境対応製品

リスクマネジメント
情報セキュリティ

要望・期待
株価、環境保護、高機能製品

提供
社会貢献、配当、公正な取引、納税

情報開示
HP、CSRレポート、事業報告書

評価
格付、表彰、顧客満足度

「100年企業」を目指し、今後も新たな事業の創出とグループ
の成長を通じて、社会的責任を果たしてまいります。

τοϓίϛοτϝϯτ

　太陽HDは昨年9月に会社設立60周年を迎えることがで
きました。この長きにわたり、私たち太陽HDグループが
成長を続けることができたのも、多くの皆様のご支援、
ご高配の賜物と存じ、心から厚く御礼申し上げます。
　私たちは、次なる目標として「100年企業」を目指し、さ
らなる成長を果たしてまいります。そのためにも、当社グ
ループでは引き続き「自律型人材の育成」と「新規事業の創
出」を重要な成長戦略と位置付けていきます。
　当社グループが永続的に成長していくためには、自ら目
標を設定してその実現を楽しむような「自律型人材」を数多
く育成することが肝要であると考えています。グループ
会社間の人事ローテーションを活発にし、様々な国での
様々な業務において困難と成功を体験させるとともに、
国籍や年齢を問わず優秀な人材をリーダーに登用するこ
とにより、自律型人材を育成してまいります。

　自律型人材の育成と新規事業の創出に加え、「スピード＆
コミュニケーション」を当社グループのキーワードと考えてい
ます。私が社長に就任した当初より、このキーワードを多く
の社員と共有してまいりましたが、近頃では社員に浸透し成
果につながっていると実感しています。グループ各社の連携
と全員のチームワークを活性化することで、企業総合力を高
めていくとともに、引き続き、ステークホルダーの皆様との
コミュニケーションの充実を図っていきたいと考えています。
　また、「雇用を生み続ける」これこそが企業の責任である
と、私は考えています。新たな事業を創出し、雇用を生み
続けることが、当社グループのCSRの本質といえます。国
内外の拠点において、現地雇用を含めた地域貢献策を今
後も推進していきます。
　太陽HDグループでは、「100年企業」を目指し、今後も新
たな事業の創出とグループの成長を通じて、社会的責任を
果たしてまいります。

1��೥ۀا΁͚ͨ͞޲ΒͳΔ੒௕ εϐʔυ���ίϛϡχέʔγϣϯ
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　当社グループでは、各部門から選抜した専属チームを
立ち上げ、一定の責任と権限を与えることにより、新製品
の事業化に専念できる環境を構築しています。現在、層
間絶縁材、感光性カバーレイなど多数の製品の事業化を
進めており、徐々にではありますが成果をあげています。
　パッケージ基板に使用される絶縁材料のうち、当社グル
ープではドライフィルムタイプの層間絶縁材の事業化を進
めています。パッケージ基板の製造に新規参入されるお
客様や、新しい工法で基板を製造しようとしているお客様
の声を聞きながら、そのニーズに合致した製品を開発し
ており、今後はドライフィルムタイプだけに留まらず、新
しい要求に沿った製品も開発していく計画です。
　また、電子機器の軽薄短小化に伴い、柔軟で折りたた
み収納ができるような基板が増えており、当社グループ
ではこの市場ニーズに応えるため、微細加工性と耐熱性・
折り曲げ性を両立させた感光性カバーレイを開発しまし
た。現在、実用化と用途拡大に向けて改良を進めています。
　これらの他にも、タッチパネル用銀ペーストや、導電性接
着剤などの新材料も事業化に向けた開発を進めています。

2014年 6月
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我がグループの「あらゆる技術」を高め、革新的な製品をもって、夢あるさまざまなモノをグローバルに生み出し、楽しい
社会を実現します。

わが社は法令遵守、環境保護、品質管理の徹底、社会貢献を含め企業の社会的責任を全うします。

CSR理念を実現させるために、次の各項を定め行動します。
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私たちは、事業活動にあたって法令その他の社会的規範を遵守し、その精神を理解して公明かつ公平に行
動します。

私たちは、社員の人権を尊重し、公平で差別のない職場をつくります。

私たちは、全ての取引先に誠意をもって接するとともに公平かつ適正な取引条件を設定し、事業活動を行い
ます。

私たちは、常に全てのステークホルダー（利害関係者）の立場を尊重し事業活動を行い、また、開示すべき情
報は適時・適切に公表します。

私たちは、取引先の秘密情報、自社の秘密情報ならびに個人情報を漏洩しないように管理を行います。

私たちは、お客様に満足していただける品質と安全性を確保し提供します。

私たちは、社会的責任遂行の一環として地球環境保全に努め、環境と調和した事業活動を行います。

私たちは、社会の一員として社会貢献活動を行います。

私たちは、創作しまたは保有する知的財産権を適切に保護するとともに第三者の知的財産権も尊重します。

私たちは、反社会的勢力に対し、不法・不当な要求には一切応ずることなく、毅然とした態度を貫きます。

୅දऔక໾ࣾ௕

佐藤 英志
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梱包・出荷（物流委託先）
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製品設計

Ӧۀ෦໳ͱ࿈͠ܞɺ͓٬༷ͷ͝
ཁ๬Λਖ਼֬ʹ೺Ѳͯ͠੡඼Λઃ
͸ଟछͷʹܭɻઃ͢·͍ͯ͠ܭ
Խֶ෺࣭Λ࢖༻͠·͕͢ɺԽֶ
෺࣭͝ͱʹ҆શੑΨΠυϥΠϯΛ
ઃ͚͓ͯΓɺ͓٬༷͕ඞཁͱ͢
ΔੑೳΛຬͨ͢ͱಉ࣌ʹɺۀ࡞
੡͍ߴ഑ྀͨ҆͠શੑͷʹڥ؀
඼ͷ։ൃΛ৺ֻ͚͍ͯ·͢ɻ
（։ൃ୲౰ɹԬຊ）

工程設計

੡඼ઃܭ（࡞ࢼ඼）ͱ੡଄（ྔ
༺࢖ྉͷྔɺݪ඼）Ͱ͸ѻ͏࢈
ͨࢲҟͳΔͨΊɺ͕ڥ΍؀ࡐػ
͕ͪ੡଄ͷ࠷ద৚݅Λݕ౼͠·
͢ɻ͜ͷ৚݅͸੡଄༷࢓ॻͱ͠ ͯ
·ͱΊΒΕɺ੡଄ݱ৔Ͱͷۀ࡞
ϚχϡΞϧͱͳΓ·͢ɻ੡඼Խ͠
্޲཰ͷޮ࢈΋ɺ඼࣭΍ੜޙͨ
ͷͨΊ޻ఔվળΛੵۃతʹ͍ߦ
·͢ɻ（ੜٕ࢈ज़୲౰ɹ౻ຊ）

営業活動

顧客（PWBメーカー）

原料メーカー

͓٬༷ͷ૭ޱͱͯ͠ɺ͓٬༷ͷ͝
ཁ๬ͱ੡඼ͷϚονϯάΛ͢͢Ί
͍ͯ·͢ɻ͓ٻ٬༷͕Ί͍ͯΔ඼
࣭΍੡඼Λਖ਼֬ʹ೺Ѳ͠ɺؔ܎
෦໳ͱڞ༗ͯ͠ਝ଎ʹରԠ͢Δ͜
ͱ͕େͩࣄͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻͦͷ
ͨΊʹ΋͓٬༷͔Β͙͢ʹ͝ҙ
ͳ޷ΔΑ͏ͳྑ͑࢕ɾ͝ཁ๬͕ݟ
ஙΛେ੾ʹ͍ͯ͠·͢ɻߏ܎ؔ
（Ӧۀ୲౰ɹਢా）

知的財産の確保

༏Ґੑͷ͋Δٕज़ͷݖརΛ֬อ͢
ΔͨΊʹಛڐΛग़͠ئ·͢ɻ·ͨɺ
ଞࣾʹઌ͕͚ͯग़͢ئΔͨΊɺৗ
ʹઃܭ෦໳ͱίϛϡχέʔγϣϯΛ
ͱΓɺεϐʔυΛॏͯ͠ࢹ ͋ʹ຿ۀ
ͨͬͯ ͍·͢ɻ
（஌ࡒ୲౰ɹߥҪ）

購買・原料受入検査

γεςϜͷڥೖઌͷ඼࣭ɾ؀ߪ
ӡ༻ମ੍ͷௐࠪɺ޻৔؂ࠪΛؚ
ΊɺఆظతͳධՁʹΑͬͯ҆ఆ
ݿࡏମ੍ͱద੾ͳڅڙྉݪͨ͠
Λ֬อ͍ͯ͠·͢ɻࡐݪྉͷՙ
ड͚͏ߦʹ࣌ՙ࢟΍඼࣭ͷࠪݕ
ʹΑΓɺड͚ೖΕج४ʹຬͨͳ
ྉ͕੡඼ʹࠞೖ͢Δ͜ͱࡐݪ͍
Λະવʹ๷͗·͢ɻ
（ങ୲౰ɹ৿໺ߪ）

生産管理

͓٬༷΁ͷೲظ९कΛୈҰʹޮۀ࡞
཰Λ͑ߟɺ࠷దͳੜܭ࢈ըʹ͖ͮج
੡଄͍ͯ͠·͢ɻੜܭ࢈ը͸༧ଌൢ
ച਺ྔ΍੡଄৚݅Λ౿·ཱ͑Ҋ͠·
͕͢ɺ௨ৗͷੜ࢈ͱ͸ผʹ࡞ࢼ඼΍ۓ
Αͬͯʹ࢈ੜٸ ɺͦͷ౎度ܭըมߋ΍
ௐ੔͕ඞཁͳ͜ͱ΋͋Γ·͢ɻͲͷΑ
͏ͳঢ়گͰ΋޻ఔ಺ҟৗΛ͜͢͜ىͱ
ͳ͘ޮ཰తʹ੡଄Ͱ͖ΔΑ͏৺ֻ͚ͯ
͍·͢ɻ（ੜ؅࢈ཧ୲౰ɹੴݪౡ）

品質保証

͓٬༷ʹ͝ຬ଍͍͚ͨͩΔ੡඼
ͷఏڙΛ໨ඪͱ͓ͯ͠Γɺ͜Ε
Λୡ੒͢ΔͨΊʹඞཁͳࣾ಺ͷ
֤ϓϩηεΛ؅ཧ͍ͯ͠·͢ɻ·
ͨɺ͓٬༷ͷΞϑλʔϑΥϩʔʹ
΋ܞΘΓɺಘΒΕͨ৘ใΛࣾ಺
Ͱڞ༗͢Δ͜ͱͰɺҰ૚͝ຬ଍
͍͚ͨͩΔΑ͏౒Ί͍ͯ·͢ɻ
（඼࣭؅ཧ୲౰ɹ৽Ҫ）

出荷依頼

಺֎ͷ͓٬༷͔Βͷ஫จΛडࠃ
͚ɺਝ଎͔ͭਖ਼֬ʹ഑ૹΛ͍ߦ
·͢ɻ͞Βʹر๬ೲظʹ͓Ԡ͑͢
ΔͨΊӦۀ෦໳ͱ࿈͠ܞɺधཁ
ಈ޲Λجʹద੾ͳ؅ݿࡏཧΛߦ
͍ɺग़ՙख഑Λ͍ͯ͠·͢ɻಛʹ
దͳ༌࠷Λ͚͍ͭͯΔ͜ͱ͸ɺؾ
ૹखஈΛબ୒͠ɺر๬ೲظ·Ͱ
ʹɺؒҧ͍ͳ͘੡඼Λ͓ಧ͚͢Δ
͜ͱͰ͢ɻ（ൢച؅ཧ୲౰ɹ஑಺）

ιϧμʔϨδετͷ
ଟ࠼ͳ༻్
฻Β͠ʹ਎ۙͳిثػࢠͷ৺ଁ෦Ͱ͋Δϓ
Ϧϯτ഑ઢ൘ʹ͸ɺଠཅ)%άϧʔϓͷιϧ
μʔϨδετ͕਺ଟ͘࢖༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ιϧμʔϨδετͷ

エレクトロニクスメーカー

各製造工程

太陽HDグループのモノづくりの原点は、お客様にご満足いただくことにあります。お客様にご安心いただける安
全な製品・サービスを確実に提供し、お客様から信頼していただける品質を実現するために、サプライチェーンの
各段階で様々な取り組みを進めています。

ソルダーレジストについて
当社グループの主力製品であるソルダーレジストは、
プリント配線板の銅配線を必要な部分のみ露出させ、
そのほかの部分ははんだが付着して回路がショート
しないように保護する役割をもっています。

サプライチェーンを通じた品質活動
ಛू
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��1�೥౓$43׆ಈͷ࣮੷ͱޙࠓͷ໨ඪ
ʮ$43ཧ೦ʯͱʮߦಈൣنʯʹ ಈ࣮੷ͱɺ2014年度ͷ՝୊ɾ໨ඪʹ͍ͭͯ·ͱΊ׆ɺ2013年度ͷओͳ͖ͮج
·ͨ͠ɻݸʑͷऔΓ૊Έͷৄࡉʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ֤ࡌܝϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

ίʔϙϨʔτΨόφϯε

ίϯϓϥΠΞϯεʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ

Ίʹɺʮऔక໾ձʯͱʮ؂ࠪ໾ձʯΛͨ͏ߦӦͷಁ໌ੑΛ֬อͯ͠આ໌੹೚ΛՌͨ͠ɺ݈શͳձࣾӡӦΛܦ
த৺ͱͨ͠ମ੍Λߏங͍ͯ͠·͢ɻ

Λ໨ۀاɺࣾձ͔Β৴པ͞ΕΔ͍ߦಈΛ׆Λ९क͠ɺެ໌͔ͭެਖ਼ͳൣن͸ɺ๏ྩͦͷଞͷࣾձతͪͨࢲ
ɻ͢·͠ࢦ

　社会から信頼される企業として存続するためには、効率
的な業務執行体制を構築するとともに、経営の透明性、
健全性を高めることが重要であると考えています。経営
環境の変化に迅速に対応できる業務執行とその監督の体
制を整え、太陽HDグループ経営全般にわたる、企業価値
の向上を図っています。

　2013年度は、新しく太陽HDグループに加わった台湾の
永勝泰科技とその子会社である永勝泰油墨（深圳）の内部統
制システムの構築および、太陽インキのシステム入れ替え
に伴う業務プロセスの見直しなどを新たに行いました。

　太陽HDは、コンプライアンス推進組織を構成し、倫理・
法令遵守システムの運用を通じて全社員に向けて啓発活
動をすすめています。
　2013年度は、海外を含めた太陽HDグループ会社すべ
てに向けて、当社の「CSR理念」「行動規範」を周知し、その
精神に沿った活動を実施するよう指導しました。
　また、社員には伝わりにくかったコンプライアンス推進組
織の活動内容を、「E&C情報」として社内Webに掲載するこ
とで、多くの社員の目に触れ、活動内容が浸透しました。

　社員のコンプライアンス意識向上のため、コンプライア
ンスに関するDVDを定期的に購入し、各部署で倫理・法
令遵守教育に使用しています。
　また、2013年度は、相談窓口担当者向けに教育教本を

ίʔϙϨʔτΨόφϯεମ੍

಺෦౷੍γεςϜ

ίϯϓϥΠΞϯε׆ಈ

ίϯϓϥΠΞϯεڭҭ

˙ίʔϙϨʔτΨόφϯεମ੍ਤ

಺෦؂ࠪ෦

ใࠂ ใࠂ
ใࠂ

ใࠂ

ใࠂ

ใࠂ
࿈ܞ

࿈ܞ

࿈ܞબ೚
ղ೚

બ೚ɾղ೚
（೚2ظ年）

؂ࠪ

؂ࠪ

಺෦؂ࠪ

؂ࠪ

ࣔࢦ

ࣔࢦ

બ೚ɾղ೚
（೚4ظ年）

બ೚
ղ೚

֤෦໳ɾࢠձࣾ

໾һߦࣥ

؂ࠪ໾ձऔక໾ձ ձ؂ࠪܭ人

ओ૯ձג

୅දऔక໾ࣾ௕

Ϛωδϝϯτ
取り組み項目 2013年度の課題・目標 2013年度の主な活動実績 評価 2014年度の課題・目標 掲載ページ

内部統制システム ●  システムの有効性と効率性の向上

● 新しく太陽HDグループに加わっ
たOTCグループの内部統制シス
テムの構築・評価

● 会計システムが変更された太陽
インキの内部統制システムの見直
し・評価

● OTCグループに内部統制システム
を定着させる（自己評価の実施）

● 販売管理システムが変更される太
陽インキの内部統制システムの見
直し・評価

P8

コンプライアンス

●  社員教育による倫理法令遵守に関
する啓蒙活動の継続推進

● ホットラインの運用見直し
● E&Cの活動状況を社内に向けて
発信する

● 海外グループ会社への展開を進
める

● コンプライアンスに関する教育用
DVDを定期的に購入し、教育の
ツールとして貸し出しを実施

● 相談窓口担当者に向けた教育教本
を作成

● ホットラインポスターを刷新
● E&Cの活動状況を「E&C情報」に記
載し、社内Webに掲載

● 海外グループ会社に向けて、「CSR
理念」「行動規範」を周知し、倫理や
法令を遵守するよう呼びかけた

● リスク調査の実施と対応
● 啓蒙活動のための教育資料等の充
実化

● ホットラインの運用の見直し（相談
しやすい雰囲気づくりの向上を目
指す）

● 海外グループ会社への展開を進
める

P8

リスクマネジメント ●  被害想定を変えた防災訓練を実施 ● 通常の防災訓練にとどまる ● 被害想定を変えた防災訓練を実施 P9

：目標達成　 ：着手したが未達成　 ：未着手

ࣾձੑใࠂ
取り組み項目 2013年度の課題・目標 2013年度の主な活動実績 評価 2014年度の課題・目標 掲載ページ

ステーク
ホルダー
との関わ
り

株主・
投資家
の皆様

●  継続的な安定配当を実施する
● ホームページ、CSRレポート、ア
ニュアルレポートなどにより適
切な情報開示を行う

● 1株当たり90円の配当を継続実施
（記念配当は除く）
● ホームページ、CSRレポート、ア
ニュアルレポートにより情報開示
を行った

● 継続的な安定配当を実施する
● ホームページ、CSRレポート、ア
ニュアルレポートなどにより適
切な情報開示を行う

P10

お客様

●  粗粒対策および製品品質を高め
るために「工程改善」「規格見直し」
「製品開発」を推進する
● プロセス監視および意識付けに
より異常品の流出防止と発生の
未然防止を推進する

● 「工程改善」「規格見直し」「製品開
発」を実施し、粗粒対策品の製品
数を増やした

● 監視能力UP、意識付け教育の徹
底を実施した

● 2013年度と同一課題・目標を展
開し、さらなるレベルUPを図る P11

お取引先 ●  CSR調達ガイドラインを作成する ● 着手できず未実施 ● CSR調達ガイドラインを作成する P11

社員
●  調査を実施し、まとめ後、展開案
を決定して、実施準備を完了する

● ニーズ調査を実施し、複数の展
開案および実施準備が完了した

● 実施準備が完了した案件を実施
し、さらなるニーズ調査を行う P12

地域・
社会

●  太陽HDを含めた社会貢献ガイド
ラインを作成し運用を開始する

● 社会貢献ガイドラインの概要作成
にとどまる

● 太陽HDを含めた社会貢献ガイド
ラインを作成し運用を開始する P13～14

ࠂใڥ؀
取り組み項目 2013年度の課題・目標 2013年度の主な活動実績 評価 2014年度の課題・目標 掲載ページ

環境活動
●  前年度の電力使用量の実績に基
づき、その維持を図る

● クールビズ、ウォームビズを継続
● 電力デマンド監視機器による電力
量のチェック・コントロールを継続

● 照明のLED化を推進

● 電力使用量の削減活動を継続し
て実施する P15～20

啓発ポスター

作成し、潜在している相談案件をいかにして聞き出すかと
いった実践的な教育を行いました。
　潜在している会社のリスクを洗い出すために、社員へ
の呼びかけのポスターも一新し、相談窓口体制が整って
いることを改めてアピールした年になりました。

相談窓口担当者向け教本
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ϦεΫϚωδϝϯτʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ
ɻ͢·͖͍ͯͬߦɺ੔උΛ౼ݕಈʹ൐͍ൃੜ͢Δ༷ʑͳϦεΫʹରͯ͠ɺద੾ͳରԠાஔͷ׆ۀࣄ

　太陽HDグループが創作し、または保有する知的財産権
を適切に保護するとともに、第三者の知的財産権も尊重す
るため、主に以下のような取り組みを行っています。

（1）知財戦略会議の開催
　研究・開発部門と知的財産部門とが、知財戦略について
審議し、また、社内外の知財に関連する情報をタイムリー
に報告する場として、毎月開催しています。

（2）自社知的財産の保護
（B）ಛݖڐʹΑΔอޢ
　ソルダーレジスト等のプリント配線板関連材料や、ディ
スプレイ関連材料等の主力製品に関して創作した発明等
は、主要国に出願して権利化を図り、特に有力技術に関す
る発明等については、各国の早期審査制度や審査ハイウェ
イを積極的に利用して早期権利化を行い、権利の戦略的
活用を図っています。
（C）঎ඪݖʹΑΔอޢ
　当社グループのブランドを適切に保護するため、主要国
で権利化を図り、特に中国での模倣品については、調査
を実施し、必要に応じ適切な対応をとっています。また、
国内外での当社グループにおける商標の登録および使用
についてのガイドラインの策定を進めています。

（D）ϊ΢ϋ΢ʹΑΔอޢ
　特許権による保護だけで当社技術を保護することの危
険性を考慮し、公証役場等を活用したノウハウの封印によ
る保護も進めています。

（3）第三者の知的財産権の尊重
　現行製品について、各国で定期的な特許・商標調査を
実施し、第三者の知的財産権を侵害しないように、チェッ
クを行っています。

各国商標登録証（左から、日本、米国、中国）

஌త࢈ࡒͷอޢ 　また、知的財産関連の教育として、特許・商標等の産業
財産権、営業秘密管理、契約管理等について、定期的に
社内教育を実施し、自社の知的財産権の保護のみならず、
第三者の知的財産権の尊重等、知財マインド、リーガルマ
インドの向上を図っています。

（1）緊急時の電源確保
　大規模災害時には長時間にわたり停電になることが予
想されます。そのような場合に備え、電気自動車のバッテ
リーをバックアップ用電源として使用する設備を新たに導
入しました。
　緊急時の通信機器や、他拠点と共有しているサーバー
などの電源を確保するために活用していく予定です。

（2）防災訓練の実施
　生産拠点である太陽インキでは、毎年防災訓練を実施し
ています。早急な人的安全の確保はもとより、原材料や
製品の漏洩による大気、土壌、地下水および排水への汚
染を想定した緊急対応訓練も計画し、実施しています。
　また嵐山事業所では、自衛消防隊を組織し、埼玉県比企
地区の自衛消防総合訓練大会への継続的な参加などを通
じて、防災管理の充実強化・質の向上に努めています。
　昨年度を振り返りますと、2月の記録的な大雪の中でも
工場を安定的に稼働させるといった、リスクマネジメント
体制の新しい課題が見えた年でした。このような教訓を
踏まえ今後も多様
な条件を設定し、危
機意識をもって防災
訓練を続けていき
ます。

ରԠ࣌ٸۓ

防災避難訓練の様子

電源システム

ओͷօ༷ͱͷؔΘΓג
རӹͷ഑෼ͳΒͼʹద੾ͳίϛϡχέʔγϣϯΛ௨ͯ͡ɺגओͷօ༷ͷʮ޾෱ͱൟӫʯʹ ༩͠·͢ɻد

ۚ༥ؔػ
25�15ˋ ͦͷଞ๏人

30�72ˋ

๏人ࠃ֎
12�76ˋ

人ݸ
23�99ˋ

ˋɹ7�37໊ٛݾࣗ

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0
（%）

2011 2012 2013 （年度）

6.9 6.6
7.9

0 120（円）

（年度）

2011

2012

30 60 90

中間（記念）中間 期末

45 45

2013 45 30 45

45 45

　太陽HDでは、現金による株主の皆様への利益還元を重
要な政策として位置付け、中長期的な業績向上に必要な
投資とのバランスを勘案しながら、継続的かつ安定的に高
水準の配当を実施することを目指しています。具体的な
配当目標指標は、「連結決算を基準に純資産配当率を中長
期的に5％以上とすること」を目処としています。
　2013年度については、中間配当の75円（普通配当45円、
記念配当30円）に期末配当の45円を加え1株当たり合計
120円の配当を決定しました。

　投資判断に有効な情報を株主・投資家の皆様にお届け
するため、正確性・公平性・迅速性を確保したIR活動の実
施を基本方針としています。
　具体的なIR活動としては、自社ホームページでのIR情報
提供、アニュアルレポートの発行、アナリスト・機関投資
家向けの決算説明会、機関投資家との個別ミーティングな
どを実施しています。特に決算説明会は決算発表と同日に
行い、情報開示の迅速化に努めています。

　2013年6月26日、第67回定時株主総会を開催し、多く
の株主の皆様にご出席いただきました。株主総会では前
回までの映像とナレーションに替えて、事業報告や連結計
算書類および計算書類の内容を議長が直接ご説明いたし
ました。また大型スクリーンを活用するなど、視覚的にわ
かりやすいよう努めています。
　なお株主総会の模様は、ホームページにてオンデマンド
による配信を行い、当日ご出席いただけなかった株主の
皆様をはじめ、報道関係の方にも広く公開しています。ま
た例年株主総会終了後には、懇談会を開催しています。懇
談会では、当社グループの製品が使用されたプリント配線
板や電気製品をご覧いただきながら、役員や開発担当者
と直接対話ができる場を設け、株主の皆様とのコミュニ
ケーションの充実を図っています。

　当社は株主・投資家の皆様に対し、企業情報や財務情報
などの情報開示を積極的に行っています。展示会に出展し
た製品の紹介や、用語の解説などもございますので、当社
をご理解いただくための一助としてご覧いただければ幸い
です。また、メールマガジンの配信サービスもありますので、
発表した情報について連絡を希望される方は是非ご登録を
お願いいたします。

گ෼෍ঢ়ࣜג˙

˙७࢈ࢿ഑౰཰ͷਪҠ（࿈݁）

Γͷ഑౰ͷਪҠͨ͋ג1˙

گͷঢ়ࣜג˙

རӹ഑෼ʹؔ͢Δجຊํ਑ ಈ׆3*

։͔Εͨגओ૯ձ

マ
ネ
ジ
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告

（2014年3݄31೔ࡏݱ）

（2014年3݄31೔ࡏݱ）

਺ࣜגࡁߦൃ

27,464,000株 7,000人

ओ਺ג

TOPICS ホームページのご紹介

taiyo-hd.co.jp
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※ 傾向管理：規格の合否判定だけでなく、実測値がどのように
推移していているか確認し、不合格になる前に対策を講じ、
安定した品質を維持する活動

用語解説

社
会
性
報
告

社
会
性
報
告

͓٬༷ͱͷؔΘΓ

͓औҾઌͱͷؔΘΓ

ଠཅΠϯΩͰ͸*40�9001�2008ʹ͍ͨͮج඼࣭ϚωδϝϯτγεςϜΛద༻ͯ͠ɺ඼࣭อূɺ඼࣭؅ཧɺ
඼࣭վળͷ׆ಈΛ͍ߦɺ͓٬༷ʹ͝ຬ଍͍͚ͨͩΔ඼࣭ͱ҆શੑΛ֬อ͠ఏ͍ͯ͠ڙ·͢ɻ

άϦʔϯௐୡج४ʹ͖ͮجɺڥ؀ͱ҆શੑɾ඼࣭҆ఆੑʹ഑ྀͨ͠ࡐݪྉͷௐୡΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ࣾһͱͷؔΘΓ
ࣾһҰ人ͻͱΓ͕ɺݸʑͷڧΈΛ͔͠׆ɺࣗ෼ͷೳྗ΍దੑΛ࠷େشൃʹݶͰ͖Δ৬৔ͮ͘ΓΛਐΊ͍ͯ
·͢ɻ

　お取引先との信頼関係の構築・強化のためにお取引先
にご協力をいただき、今年も立ち入り監査を実施しまし
た。
　監査は購買課、品質管理課、生産技術課および関係者
により構成されたメンバーで行っており、主に原材料の品
質・環境への配慮・納期などの維持、向上を目的とし、原
材料、外注製品の購入先に実施しています。

　太陽HDグループでは、グループ全体の人員状況と成長
計画を踏まえ、適正人員の維持を図っています。
　また、国籍や性別、年齢などに関係なく活躍できる職場
を提供するとともにワーク・ライフ・バランスを推進する
ために、仕事と家庭生活の両立を支援しています。

　入所待機児童の増加が社会問題となっているなか、太
陽HDおよび太陽インキは、仕事と家庭生活の両立を支援
するため育児休業・短時間勤務の制度化をはじめ、各種制
度を取り入れています。

　社員の自己啓発を促すことを目的に、「資格取得支援制
度」を導入しています。2013年度に報告された資格取得は、
23件に上りました。
　また、外国籍社員の増加に伴い、日本語能力試験を支
援対象とするなどの見直しを行いました。この制度の利用
によって、多くの社員がスキルアップできるよう、今後も
支援を続けていきます。

　太陽HDおよび太陽インキでは、満60歳の定年を迎え
た社員が、その豊富な経験や技術・技能を活かして働き
続けられるよう、再雇用を行っています。
　昨年4月改正の高年齢者雇用安定法に基づき、老齢厚生
年金受給時期までは希望者全員を再雇用の対象とし、最
長65歳までの継続勤務ができる制度になっています。
　2013年度は、新たに5名を再雇用しました。

　公正取引委員会からの「下請事業者との取引に関する調
査」について、積極的に協力しました。
　下請法対象の8社に対して取引を行う際に、以下の事項
を十分考慮して対応しております。
① 下請代金支払遅延等防止法の遵守
② 金融繁忙期の資金繰りへの配慮
③ 下請事業者の利益の確保
④ 原材料価格等の上昇への配慮
⑤ 消費税の円滑かつ適正な転嫁の確保

　2013年度は、お取引先６社の監査を実施しました。
① 品質不具合のフォローアップ　1社
② 新規原料安定供給確認　2社
③ 生産工場の変更　2社
④ 生産工程の確認、見学　1社

ࢪೖઌධՁͱཱͪೖΓ؂ࠪͷ࣮ߪ

ϚωδϝϯτγεςϜͷվળํ͑ߟຊతͳجΔ͚͓ʹ༺ޏ ͓٬༷͔Βͷ੠ͷ׆༻

ੜ޻࢈ఔ৘ใͷ׆༻

ʮੈ࣍୅ͷҭ੒ʯʹ ԉ੍౓ࢧ༩͢Δد

ԉ੍౓ࢧऔಘ֨ࢿ

ఆ೥ୀ৬ऀͷޏ࠶༻ਪਐ

Լ੥๏ͷ९क

؂ࠪͷ࣮݁ࢪՌ

˙ࣾһ֓گ（2014年3݄31೔ࡏݱ）˙͓٬༷ͱͷ৘ใڞ༗ʹͮ͘ج඼࣭վળ

対象：太陽HD、太陽インキ
※1 海外出向者を含む
※2 出向受け入れ、派遣社員は除く
※3 障害者雇用率制度による

男性 女性 合計

ਖ਼ࣾһ૯਺˞1 272人 42人 314人

ਖ਼ࣾһҎ֎ͷޏ༻਺ 2人 1人 3人

ࣾһฏۉ年ྸ˞2 44.07歳 39.00歳 43.38歳

ࣾһฏۈۉଓ年਺˞2 17.28年 14.67年 16.93年

ো͕͍ऀޏ༻人਺˞2 1人 0人 1人

ো͕͍ऀ๏ఆޏ༻཰˞2˞3 - - 0.64%

人਺༺ޏ࠶ 7人 0人 7人

対象：太陽HD、太陽インキ

制度名
利用者数

2011年度 2012年度 2013年度

ҭࢧࣇԉ

育児休業制度
（満1歳に達した翌
年度末まで）

3 5 3

育児短時間勤務制度
（小学校3年生修了
まで）

9 8 10

հࢧޢԉ
介護休暇・介護短時
間勤務制度
（延べ日数93日）

0 1 1

ԉࢧޢ؃ 看護休暇制度 51 56 60

Ӭ年ۈଓ
リフレッシュ休暇制度
（勤続5年ごとにリフ
レッシュ休暇と資金
の支給）

64 63 63

　私は一昨年に出産し、育児休業を経た上で復職しました。
現在は「育児短時間勤務制度」を利用しています。待機児童
数が増えて、保育園に子どもを預けるのも難しい昨今、
私も年度途中で入園させることはできませんでした。しか
し、取得していた育児休業を新年度入園後まで延長するこ
とで、安心して仕事と育児を両立のうえ復帰することがで
きました。
　社内では男性も育児短時間勤務制度を取得しており、働
くパパ・ママが多いこと
がとても励みになってい
ます。

VOICE

働くパパ・ママには嬉しい「育児短時間勤務制度」

　育児短時間勤務制度は法令で定められている期間を超
え、3歳以上～小学校3年生の小さな子どもがいる社員に
対して、希望により1日の勤務時間を6時間30分まで短縮
できるよう定めています。
　今後もワーク・ライフ・バランスを推進し、社員が働き
やすい環境づくりを進めていきます。

　お取引先のご理解とご協力により、スムーズに監査を
実施し、原材料の品質が維持され、安定供給の体制が整っ
ていることを確認することができました。お取引先と直接
お話しできたことは、お互いの理解と協力関係にプラスに
なりました。

　2013年度は、各プロセスの目的、役割およびプロセス
間のつながりをより明確にし、わかりやすいシステムの構
築を目指しました。2014年度は、品質マネジメントシステ
ムと環境マネジメントシステムのうち、統合できることに
ついては統合し、一層の合理化を目指します。

　製品の品質を「お客様の満足」ととらえ、品質の安定化に
努めています。

　お客様からの苦情をはじめとする様々な声は、品質向
上の絶好の機会ととらえています。
　お寄せいただいたお客様の声は取りこぼすことなく原
因を究明し対策を講じることで、今まで以上に質の高い
製品を提供できるよう日々改善に努めています。

ᶃडೖݕ （ࠪ҆ఆͨ͠ੜ࢈ͷ֬อ）
　 原料受入検査の規格項目に加え、特定の原料はより精度の高
い試験を行うとともに、2014年度は傾向管理※に力を入れ、
製造条件の安定化に努めていきます。
ᶄ޻ఔ಺νΣοΫ߲໨ͷ҆ఆԽ（੡඼ࠪݕʹཔΒͳ͍΋ͷͮ͘Γ）
　 製品のでき栄えを製品検査に頼らず、工程内で品質の作り込
みを行っています。
ᶅ੡඼ݕ （ࠪ҆ఆͨ͠੡඼ͷఏڙ）
　 2014年度は、規格の適合性検査だけではなく、傾向管理※に力を
入れ、より安定した製品をお客様に提供できるよう努めていきます。

੡඼ͷΠϯϓοτ͔ΒΞ΢τϓοτ·ͰͷνΣοΫ߲໨

Action

Check
Do

Plan

৘ใͷڞ༗

（人）
˙ओͳࢧԉ੍度

福里

知財法務部
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஍ҬɾࣾձͱͷؔΘΓ
஍Ҭࣾձͱ஍ڥ؀ٿͱͷௐ࿨Λ໨͠ࢦɺࢢۀاຽͱ༷ͯ͠ʑͳࣾձ׆ݙߩಈʹɺੵ తʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻۃ

社
会
性
報
告

社
会
性
報
告

　社会の一員として、社会の発展に寄与すること。これも
企業が果たすべき大切な責任のひとつです。限りある資
源を次の世代に残し、関わる人の心を豊かにし、共に成
長する企業であり続けるため、太陽HDグループ各社が連
携し幅広い活動に取り組んでいます。

● 献血サポーター
　近年の少子高齢化に伴う献血者の減少、輸血者の増加な
どにより、血液不足が深刻化しています。血液は人工的に
つくることができないため、継続的な献血を実施し、必要
な血液を確保しておく必要があります。
　太陽インキは、厚生労働省の献血推進対策に賛同し、献血
サポーターとして社員へ献血活動への理解と協力を呼びか
けています。また、太陽HDグループの国内拠点に勤務する

社員も毎年1回の巡回献
血に協力しています。

● 地域活性化への貢献
　嵐山事業所および太陽インキが位置する埼玉県嵐山町
は、木曽義仲や畠山重忠など、日本史に名を残した坂東武
者ゆかりの地です。その歴史と伝統を継承する文化まつり
「嵐山まつり」に、毎年模擬店を出店しています。
　昨年に引き続き、2013年度も子ども向け玩具・遊具の
販売と当社PRスペースの設置を行い、地域の皆様との交
流を図ることができました。

　なお、当日の売上金
は全額社会福祉協議会
へ寄付し、社会福祉の
向上に役立てていただ
きました。

● 地域清掃活動
　太陽インキでは「彩の国ロードサポート」に登録し、国道
254号線を中心とした清掃活動を行っています。清掃活動
を通して地域の美化に貢献することは、社員の環境に対
する意識向上にもつながっています。

　嵐山町の自然とそこ
に暮らす生物を守るた
めにも、今後も地域の
清掃活動を継続してい
きます。

● 工場見学の実施
　太陽インキでは、地元小学生の社会科見学を受入れて
います。2013年度は、2校から約150名の子どもたちが
工場を訪れ、見学者コースから生産工程を見学するととも
に、嵐山町から世界に向けて出荷されているソルダーレジ
ストについて簡単な講義を受けました。

　分解されたパソコン、
携帯端末等を手に取り、
普段見慣れない機械の
中身に触れることで、
子どもたちにとって貴
重な体験となってくれ
ればうれしく思います。

● 国蝶「オオムラサキ」の保護
　埼玉県嵐山町は、国蝶「オオムラサキ」が生息する自然豊
かな町でもあります。太陽インキの敷地内には、成虫が
卵を産み付ける「エノキ」や、成虫の餌となる樹液を出す「コ
ナラ」や「クヌギ」といった樹木が生えており、オオムラサキ
の越冬地となっています。
　太陽インキでは、2013年度も敷地内にオオムラサキが
越冬しやすい環境を整えるなど、保護活動を行いました。

また、里山づくりのボ
ランティア活動にも、
社員が積極的に参加し
ました。

● 大規模災害被災地への支援
　大規模災害などにより深刻な被害が発生した際に、少し
でも現地復興の手助けになればという思いから、義捐金な
らびに救援金の寄付を行っています。
　また2013年度は、東北復興支援の一環として社員旅行
で宮城県を訪れました。東日本大震災から3年、被災した

方々への応援と、悲惨
な災害の記憶を風化さ
せないためにも今後も
同じ社会に生きる一員
として、できる限りの支
援を行っていきます。

ࣾձݙߩʹର͢Δجຊతͳํ͑ߟ ࣾձ׆ݙߩಈ ஍Ҭ׆ݙߩಈ ಈ׆อશڥ؀

��1�೥౓�஍Ҭɾࣾձ׆ݙߩಈ֓ཁ

˙ଠཅ)%άϧʔϓ͕໨ࣾ͢ࢦձݙߩ

環境保全

かけがえのない地球を
次世代へ！

納税

適切な収益確保！

地域貢献

地域との交流を
大切に！

教育・学術

未来を担う
子どもたちを支援！

人道支援

災害も含めて援助を
必要とする人々に！

芸術・文化・
スポーツ

豊かなこころを
育むために！

社会福祉

障がいのある人々の
自立や才能を支援！

献血風景

「嵐山まつり」の当社スタッフ

地域清掃活動の様子

工場見学の様子

社員旅行の様子

オオムラサキ

　今回南三陸を訪れ、自然の怖さを改
めて再認識しました。語り部の方に映像
などで当時の状況などを説明していた
だき、改めてこの大震災は忘れてはなら
ないと強く感じました。一緒に連れて行っ
た幼ない娘は、大きくなっても今回の旅行のことを覚えて
いないと思いますが、将来、この場所に行ったことを話し、
娘がこの大震災を考えるきっかけになればと思いました。

　「嵐山まつり」では、子ども向け玩具・
遊具の販売や、当社製品の展示により、
地域住民の皆さんと交流し、さらに、製
品を紹介することができました。所属す
る部署では製品開発を担当し、夢ある製
品を生み出すことで社会に貢献しています。今回「嵐山まつり」
に参加し、地域の皆さんに喜んでいただくという別の形で社
会に貢献できたことを非常にうれしく思っています。

VOICE VOICE

社員旅行で大震災を考える 「嵐山まつり」での体験

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

ӽౙ༮஬਺ 39 53 15 7

ಈ߲໨׆ ظ࣌ࢪ࣮ ಺༰
羽沢睦会の秋季大祭（寄付） 9月 地域活動の支援

嵐山町民体育祭 10月 賞品の協賛

日赤献血活動 10月 輸血を必要としている患者さんの
尊い命を救うための活動

日本赤十字（募金） 11月 人間の命と健康、尊厳を守るため
の活動に協力

赤い羽根共同募金 11月 地域福祉の推進を支援

日本ユニセフ協会（募金） 11月 子どもたちの権利が守られる世界
を実現するための活動に協力

嵐山まつり 11月 模擬店の出店や祭りの運営に協力

工場見学 11月 小学生の社会科見学受入れ

義捐金・救援金寄付 通年 海外を含めた激甚被災地への復旧
支援

社有車防犯ステッカー貼付 通年 地域の防犯活動として社有車に防犯
ステッカーを貼付

子ども110番の家登録 通年 緊急時の避難場所として、当社を登
録

嵐山町町内小中学校PTA
資源回収協力 通年 教材費用などへの活用を目的として

廃段ボールを提供

エコキャッププロジェクト 通年
ペットボトルのキャップを集め、世界
の子どもたちにワクチンを届ける活
動に協力

使用済み切手収集 通年 使用済み切手を集め、施設や団体
に寄付

（頭）
˙ΦΦϜϥαΩͷӽౙ༮஬਺ͷਪҠ

※太陽インキ敷地内で観察できた頭数

技術開発本部 中島 技術開発本部 岡田
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ϚωδϝϯτγεςϜڥ਑ͱ؀ํڥ؀
ࢿӦܦ਑ΛఆΊͯ಺֎ʹެද͢Δͱͱ΋ʹɺଠཅ)%άϧʔϓͷ͢΂ͯͷํڥɺ؀͖ͮجʹຊཧ೦جڥ؀
ੜ͢Δʮ΋ͷͮ͘ΓʯΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻڞɾࣾձ͕ڥΛ݁ू͠ɺ人ɾ؀ݯ

ͱͷؔΘΓڥಈͱ؀׆ۀࣄ
͠（165/*）༺࢖΍ΤωϧΪʔΛݯࢿಈʹ͓͍ͯɺͲΕ͚ͩͷ׆ۀࣄ ͍ͯΔ͔ɺͲͷ͘Β͍ͷ$02΍ഇغ෺
ͳͲΛൃੜ（065165）͞ ͍ͤͯΔ͔σʔλΛ೺Ѳ͠ɺ෼ੳ͍ͯ͠·͢ɻ

　太陽HDグループは、CSR行動規範に｢環境の保全」とし
て環境基本理念を定め、｢私たちは、社会的責任遂行の一
環として地球環境保全に努め、環境と調和した事業活動を
行います。｣と明言しています。環境マネジメントシステム
を通して人々の安全と健康、かけがえのない地球環境を

ํ͑ߟຊతͳجಈʹ͓͚Δ׆ڥ؀
守ることが経営上の重要な課題のひとつであると認識し
ており、環境経営の実現に向けて、この認識を役員およ
び全社員と共有し、活動しています。
　以下は、日本の生産拠点である太陽インキの環境基本
理念と環境方針です。

※ PRTR：Pollutant Release and Transfer Registerの略
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

エネルギーの使用量は省エネ法に基づいて原油に換算した場合、電気が全体の9割近くを占め、その増減による影響が大きい。

原料

（t）

2011

（年度）

2012

2013

0 1,000 6,0002,000 3,000 4,000 5,000

4,275

3,763

3,903

製品

（t）

（年度）

0 1,000 6,0002,000 3,000 4,000 5,000

2011

2012

2013 3,659

4,135

3,791

電気

（千kWh）

（年度）

0 6,0004,0002,000 8,000 10,000 12,000

2011

2012

2013

8,384

8,923

8,210

廃棄物

（t）

（年度）

0 300200100 800400 500 600 700

2011

2012

2013 487

506

478

灯油

（kℓ）

（年度）

0 15010050 200 250 300 350 400

2011

2012

2013

287

345

312

CO2

（t-CO2）

（年度）

0 2,0001,000 5,0003,000 4,000

電気 灯油 LPG

2011

2012

2013 4,5548593,623
72

3,940

4,661

714

777

3,136

3,801
83

90

井水および上水

（m3）

（年度）

0 5,000 10,000 15,000 20,000

2011

2012

井水 上水

2013

849
13,983 14,832

726
11,553 12,279

578
12,605 13,183

PRTR※移動量

（LH）

（年度）

0 2,000 3,0001,000 4,000 5,000 6,000 �,000 �,000

2011

2012

2013 2,585

5,005

3,574

LPG

（m3）

（年度）

0 5,000 10,000 15,000 20,000

2011

2012

2013

14,500

11,576

13,287

PRTR排出量

（LH）

（年度）

0 50 100 150 200

2011

2012

1��2013

1�3

0

原油換算量

（kℓ）

電気（年度） 灯油 LPG

0 1,000 2,000 3,000 4,000

2011

2012

2013 2,274 312,632
327

2,137 39 2,448
272

2,091 35 2,422
295

排水

（m3）

（年度）

0 5,000 10,000 15,000 20,000

2011

2012

2013 13,813

16,205

14,449

O U T P U T

I N P U T

用語解説

環
　 境 　 方 　 針

環境保全

ຊཧ೦جڥ؀

汚染の防止

重要な環境取組課題

環境負荷低減

継続的改善

重点取組課題を次のとおり定めます。

環境にやさしい製品
の開発、生産、販
売を積極的に推進し
ます。

エネルギーの有効
活用に努め、温室
効果ガスの削減活
動を推進します。

産業廃棄物を削減
します。

グリーン調達を推進
します。

環境マネジメントシステムに
基づき地球環境保全活動を推
進します。

マネジメントレビューを実施
し、環境マネジメントシステ
ムの継続的な改善を図ります。

事業活動による環境への
影響を常に認識し、取り
組むべき環境課題につい
て目標を定めて、環境負
荷低減を図ります。

私たちは、社会的責任遂
行の一環として地球環境
保全に努め、環境と調和
した事業活動を行います。

環境に関する法規制・条例
および地域との協定を順守
することはもとより、自主
基準を設定して環境汚染防
止に努めます。
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　工場全域の空調制御と、生産設備の加温等に蒸気ボイ
ラーを使用しており、夜間と休日は生産設備が停止してい
るため、負荷が大幅に落ちます。既設の蒸気ボイラーは
一般的に三位置制御と呼ばれる、高燃焼・中燃焼・燃焼停
止のサイクルで動いていました。このため、生産が停止
することで負荷が軽くなる夜間と休日は、燃焼と停止の繰
り返しとなり、停止するたびに、ボイラー内部を換気する
ので(可燃性ガスによる、爆発の防止)非常に効率が悪く
なっていました。
　新しく入れ替えた蒸気ボイラーは高燃焼・中燃焼・低燃
焼・燃焼停止と四位置制御を行い、夜間や休日、また生産
工程の負荷が軽くなった場合には、中燃焼と低燃焼で稼働
し、負荷の変動に追従し効率良く燃焼するタイプに変更し
ました。また、蒸気使用圧力も見直しを行い、0.6MPaか
ら0.5MPaに下げて燃料消費を抑えました。その結果、灯
油使用量を年間で約16,000ℓ削減することができました。

　太陽HDの製品は、各種の化学物質を混合しており、性能
の付与・向上を目的に、化学品メーカー各社協力のもと、新
たな材料としての化学物質の開発も行っています。環境※へ
の負荷を低減するため、化学物質管理制度を実施している
国では、登録のない新たな化学物質(新規化学物質)を輸入
することは原則できません。新たな化学物質を使用・輸入
するためには有害性に関する様々な試験が必要となること
から、当社は輸出先各国の化学物質管理関連法規制に適合
した製品の提供を目指し必要な有害性試験を行って、開発
した化学物質の登録申告を実施しています。試験の結果
によっては、使用しない決断をすることもあり、既存の物
質においても、新たに有害性が認められた場合、当該物
質を含有している製品においては、代替品や低減化の検
討を継続して行っています。お客様に安心して使用してい
ただけるよう、今後もより安全な化学物質を用いた製品
の開発を行っていきます。
※ 職場環境（取り扱う場所における従業者の健康への影響）と自然環境を総
称しています

　太陽HDグループの主力製品である現像型ソルダーレジ
ストは、基板の小型化や、回路の高密度化に貢献する製品
として、多くのお客様にご利用いただいています。
　しかし、現像型ソルダーレジストの重要な成分の1つで
ある光重合開始剤は、プリント配線板製造工程における高
温環境下で、成分の一部がガスとなって揮発するため、お
客様の設備汚染や基板の外観に不具合が生じることなど
が問題となっています。そこで当社は、原因となるガスの
発生が少ない高耐熱ソルダーレジスト（HT1）を開発しまし
た。この製品は従来品と比較し、高温時に発生するガスを
95％以上抑えることに成功しています。これにより、新た
な環境に対応した製品の提供が可能となりました。

● 電気自動車の増車
　太陽HDグループは、2011年度にCO2排出量削減の一
環として電気自動車を社有車に導入しています。2013年
度には新たに太陽HDに1台、太陽インキに1台増車し、よ
り効果的なCO2排出量の削減を目指しました。増車したこ
とで多くの社員が使用することができるようになり、さら
に環境への貢献が期待できます。

● 充電設備の設置
　電気自動車の使用増加に合わせて、充電設備を国内の
各拠点に設置しています。充電設備を備え、使用しやすい
体制を整えることで、拠点間の移動などにも気軽に電気
自動車を使用できるようになりました。当社グループでは
今後も電気自動車の使用を推進し、CO2排出量の削減に
努め環境保全に取り組んでいきます。

　太陽インキは建設当初から「環境にやさしい工場」を目指
し、当時最も省エネであったHF式蛍光灯を全館の照明に採
用しています。建設後10年が経過し、設備更新の時期となっ
たことから、LED照明への交換に着手し、2013年度は正面
玄関エントランスホールの照明設備の交換を実施しました。
従来の照明に対し約75％の電力削減が図れ、明るい玄関
に生まれ変わりました。次年度以降も事務室等効果の大き
いところを中心に順次交換工事を進める計画です。

΍͍͞͠੡඼ʹڥೳϘΠϥʔͷಋೖԽֶ෺࣭ʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ؀ੑߴ ༺׆ಈंͷࣗؾి

-&%ϥΠτͷಋೖ

省エネに貢献する新しいボイラー

社有車の電気自動車

エントランスホールのLED照明

　初めて電気自動車に乗車しま
したが、加速が非常に良く音も
静かで環境にもやさしい車だと
思います。マイカーとして保有
したくなりました。ただ走行距

離がもう少し伸びると良く、さらにファミリー向けのミニバン
等の車種があると選択肢が広がりますので今後に期待します。
　電気自動車は、既存の自動車メーカー以外のメーカーも
参入し、今後台数やシェアも増えると
思いますので、会社として世の中を
リードするような車両を導入すること
は非常に良いことだと感じました。

　現在主流であるアルカリ現像型のソルダーレジストは基
板全面に塗布した後、露光・現像という工程により不要な
箇所を除去し回路パターンを形成しています。
　太陽HDの新製品であるインクジェットソルダーレジストは、
インクジェット印刷法により、必要な箇所にのみ塗布し、回
路パターンを形成することができます。そのため、従来の
アルカリ現像型ソルダーレジストと比較し、露光・現像が不
要となるため、工程の大幅な簡略化が可能になりました。
　インクジェットソルダーレジストは、お客様の工程で発生

VOICE

TOPICS

環境にやさしいと実感

インクジェットソルダーレジスト IJSR-4000 Series

未塗布基盤 完成
印刷 現像 ポストキュア

・省インキ
・省エネ
・非水系プロセス

  環境対応性能に優れる

UV硬化

印刷方向 UV光源 インクジェットヘッド

基材

インキ吐出

する環境負荷の大幅な低減が実現できる、地球環境にやさ
しいインキです。

˙ΞϧΧϦܕ૾ݱιϧμʔϨδετ

˙ΠϯΫδΣοτιϧμʔϨδετ

未塗布基板 完成
塗布 露光 現像

未塗布基板 完成
塗布 ポストキュア

ポストキュア

・省インキ
・省エネ
・非水系プロセス

  環境対応性能に優れる

未塗布基板 完成
塗布 露光 現像

未塗布基板 完成
塗布 ポストキュア

ポストキュア

・省インキ
・省エネ
・非水系プロセス

  環境対応性能に優れる
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ଠཅΠϯΩ੡଄ɹɹ埼玉県比企郡嵐山町大字平澤900番地

※1  埼玉県条例：埼玉県生活環境保全条例
※2  騒音規制法：騒音規制に関する法律
※3  ダイオキシン法：ダイオキシン類対策特別措置法

● 社外臭気（悪臭防止法／埼玉県条例※1）

● 合併浄化槽（浄化槽法・水質汚濁防止法／埼玉県条例）

● 騒音（騒音規制法※2／埼玉県条例）
（dB）

敷地面積：33,329m2
総床面積：19,090m2

オオムラサキ
保護地

騒音測定地
浄化槽
臭気境界測定地
臭気排出口

※2012年度より測定業者変更により、測定限界値が一部変更となったので、過去実績の一部を合わせている

測定箇所 規制値 2011
年度

2012
年度

2013
年度

षࢦؾ਺

敷地境界線 15以下 10未満 10未満 10未満

排
出
口

E-1011 35以下 24 30 27

F-1001 39以下 22 29 24

練肉脱臭設備 32以下 20 19 20

E-1021 42以下 35 36 27

測定箇所 規制値 2011年度 2012年度 2013年度

ே

東側

50以下

43 46 44
南側 40 42 42
西側 41 43 44
北側 39 42 44

னؒ

東側

55以下

46 44 44
南側 49 48 48
西側 45 43 44
北側 42 42 44

༦

東側

50以下

47 44 43
南側 44 41 41
西側 45 41 41
北側 48 41 41

໷ؒ

東側

45以下

42 43 42
南側 42 40 40
西側 41 38 37
北側 41 40 40

項目 単位 規制値 2011年度 2012年度 2013年度

ੜ߲ڥ؀׆໨

化学的酸素要求量（COD） mg/L 160以下 9.7 8.7 9.1
生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L 25以下 3.5 3.5 3.6
浮遊物質量（SS） mg/L 60以下 5.9 5.6 7.1
水素イオン濃度 pH 5.8～8.6 7.7 7.7 7.3
大腸菌群数 個/cm3 3,000以下 148.5 30未満 30未満
銅 mg/L 3以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満
亜鉛 mg/L 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満
溶解性鉄 mg/L 10以下 1未満 1未満 1未満
溶解性マンガン mg/L 10以下 1未満 1未満 1未満
全クロム mg/L 2以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満
全窒素 mg/L 120以下 17.7 16.1 21.2
全リン mg/L 16以下 2.1 1.9 2.0
ノルマルヘキサン抽出物質 mg/L 30以下 2.5未満 2.5未満 2.5未満

༗֐෺࣭

シアン化合物 mg/L 1以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満
鉛およびその化合物 mg/L 0.1以下 0.01未満 0.01未満 0.01未満
六価クロム化合物 mg/L 0.5以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満
四塩化炭素 mg/L 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満
ふっ素およびその化合物 mg/L 8以下 0.8未満 0.8未満 0.8未満

用語解説

● 社外臭気（悪臭防止法／埼玉県条例）

● 合併浄化槽（浄化槽法・水質汚濁防止法／埼玉県条例）

● 騒音（騒音規制法／埼玉県条例）
（dB）

ଠཅϗʔϧσΟϯάεཛྷۀࣄࢁॴɹɹ埼玉県比企郡嵐山町大字大蔵388番地

● 小型焼却炉（ダイオキシン法※3／埼玉県条例）

敷地面積：9,908m2
総床面積：6,465m2

騒音測定地
浄化槽
臭気境界測定地
臭気排出口
ダイオキシン、
ばいじん、
塩化水素測定地

※「小型焼却炉」「合併浄化槽」における実測値は、同一年度内に実施した全測定の平均値。ただし、『未満』と記載のあるものは測定限界値以下をあらわす

測定箇所 規制値 2011
年度

2012
年度

2013
年度

षࢦؾ਺

技術棟排出口 40以下 19 22 21

技術棟排出口 40以下 24 21 22

敷地境界線No.1 18以下 10未満 13 10未満

敷地境界線No.2 18以下 10未満 10未満 10未満

項目 単位 規制値 2011
年度

2012
年度

2013
年度

͹͍͡Μ g/m3N 0.15以下 0.00765 0.01135 0.0058

ഉΨεதͷ
μΠΦΩγϯ ng-TEQ/m3N 5以下 0.77 0.19 0.39

ম٫փதͷ
μΠΦΩγϯ ng-TEQ/g 3以下 0.025 0.086 0.015

ԘԽਫૉ mg/m3N 500以下 50.5 120.95 28.5

測定箇所 規制値 2011年度 2012年度 2013年度

ே
東側

50以下
46 46 43

北側 44 43 42
西側 43 45 44

னؒ
東側

55以下
46 46 45

北側 44 45 44
西側 46 47 46

༦
東側

50以下
48 45 45

北側 46 44 42
西側 46 45 45

໷ؒ
東側

45以下
45 44 43

北側 45 41 41
西側 44 44 43

項目 単位 規制値 2011年度 2012年度 2013年度

ੜ߲ڥ؀׆໨

化学的酸素要求量（COD） mg/L 160以下 11.0 2.7 37
生物化学的酸素要求量（BOD） mg/L 25以下 10.3 11.5 7.7
浮遊物質量（SS） mg/L 60以下 12.0 6.0 6.3
水素イオン濃度 pH 5.8～8.6 7.0 7.0 7.0
大腸菌群数 個/cm3 3,000以下 248.7 298.0 189.2
銅 mg/L 3以下 0.03 0.03未満 0.03未満
亜鉛 mg/L 2以下 0.05未満 0.05未満 0.07
溶解性鉄 mg/L 10以下 0.1未満 0.2 0.1未満
溶解性マンガン mg/L 10以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満
全クロム mg/L 2以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満
全窒素 mg/L 120以下 19 4.1 30
全リン mg/L 16以下 2.1 0.2 5.1
ノルマルヘキサン抽出物質 mg/L 30以下 2.5未満 2.5未満 2.5未満

༗֐෺࣭

シアン化合物 mg/L 1以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満
鉛およびその化合物 mg/L 0.1以下 0.01未満 0.01未満 0.01未満
六価クロム化合物 mg/L 0.5以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満
四塩化炭素 mg/L 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満
ふっ素およびその化合物 mg/L 8以下 0.2未満 0.2未満 0.2未満

※2012年度より測定業者変更により、測定限界値が一部変更となったので、過去の実績の一部を合わせています
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資源の確保および
環境保護に貢献 ※4
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太陽HDグループ

会社沿革

■太陽ホールディングス株式会社 本社
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プロフィール 会社概要
太陽HDは1953年に印刷用インキの製造販売会社として設立し、そ
の後1976年にエレクトロニクス業界向けのソルダーレジストを主力
製品とする事業に大転換いたしました。
現在は商号を設立時の「太陽インキ製造株式会社」から「太陽ホール
ディングス株式会社」に変更し、2013年4月には経営理念の改定を
行うなど、常に時代にあわせて進化を続けつつ、設立時の「太陽の
ように社会を照らし、人々の役に立つ存在でありたい」という想いは
そのままに受け継ぎ、これからも皆様に愛される企業グループを目
指します。

社 名
英 文 社 名
本 社 所 在 地
電 話 番 号
設 立 年 月 日
事 業 内 容

資 本 金
従 業 員 数

:
:
:
：
:
:

:
:

太陽ホールディングス株式会社
TAIYO HOLDINGS CO., LTD.
東京都練馬区羽沢二丁目7番 1号
03-5999-1511( 代表 )
1953 年 9月29日
持株会社、グループ全体の経営方針策定
および経営管理
61億 3,490 万円
連結1,148名/単体67名(2014年3月31日現在)

■ 売上高の推移(連結)

■ 当期純利益の推移（連結）

■ 営業利益の推移

■ 従業員数の推移

用語解説


